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戦争の記憶を平和につなげる大分での出来事

ー第一次世界大戦時のドイツ兵伴虜の墓一

| 別府大教学授文学二:：；:；化学科

〇はじめに

戦争において兵士が1平虜となり敵国で命を落と

す。 そのようなことは、 歴史上しばしば起こるこ

とであり、 通常は悲制としてしか語り得ない。 し

かし、 第一 次世界大戦において大分に収容され、

不幸にして病没したドイツ人の1年）yりの場合には、

100年後の今 H 、 日独双方において人々の心を動

かす出来事をもたらした。 大分市にある旧陸軍硲

地の桜ヶ丘型地は、 大分の人々が同地にあるドイ

ツ人1年11%の蒻を日本の兵士と分け隔てなく守り続

け＼ 2020年11 月にドイツ人辿族の墓参が実現し

たのである。 その硲には、 大分収容所で病没した

二人 の海軍兵士、 ユ リ ウス ・ パウル ・ キ ー ゼ

ヴェッタ ー Julius Paul Kiesewetter（以下ユリウ

ス ・ キー ゼヴェッタ ー） とリヒャルト ・ クライン

Richard Kleinが眠る［図1 ]。

本稿では、 時を超えて変わらぬ大分の人々の人

道性を記録することを目的として、 ここにドイツ

図1 桜ヶ丘聖地のドイツ兵士の墓
左クラインの墓：右キーゼヴェッタ ー の墓

珀者撮影 、 所蔵

人1年｝yりの収容から今回の硲参にいたるまでの経緯

を魯き記しておきたい。 その際に、 蒻参の経緯と

実施の形式、 大分収容所の事情、 ユリウス ・ キー

ゼヴェッタ ー の残された写真の同定、 の三つの論

点に分けて話をすすめる。

経緯～ドイツ大使館公式墓参
の実施

2020年11月13 「 I （金）、 大分旧陸軍墓地におい

てドイツ兵の辿族の公式磁参がおよそ100年ぶり

に実現した［図 2] 。 その 2 年ほど前のことだが、

美術史を研究する箪者に意外なところからのメ ー

ルが入った。 湘上自衛隊幹部学校の本名龍児ー等

海佐（以下本名 一 佐とする）からである。 本名 一

佐のドイツ人の友人は、 親戚が第一 次世界大戦時

に大分の収容所で亡くなり、 その硲を探していた
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図2 公式墓参
日本語でスピ ー チするキーゼヴェッタ ー 大佐

橘会浦田裕氏撮影
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が、 それが筆者の論文に掲載されていたので1fi報

を確認したいという内容だった。箪者は日独美術

交流史をテ ー マとし、 当時、 版画家で日本美術史

研究家のフリッツ ・ ルムプフFritz Rumpfの動

向を追っていた。その際、 ルムプフが第一次大戦

時に大分収容所に1年｝虜として収容されていたこと

がわかり、 同収容所に関して小論にまとめ、1年｝競

の硲についても言及していたのであるぢ

本名 一佐からの連絡を受けたとき、 箪者はちょ

うど東京の自宅にいたため、 四谷駅そばの喫茶店

でお会いすることになった。本名 一佐の友人はド

イツ大使館付武官カルステン ・ キ ー ゼヴェッタ ー

大佐Oberst Karsten Kiesewetterであった。大

佐とゾフィア夫人、 そして本名 一佐とテ ー プルを

ともにして、 今LIなお大分に臨が整然と保存され

ていることや収容所のことなどを数枚の写真とと

もに伝えた。名前からわかるように、 大佐は大分

に眼るユリウス ・ キ ー ゼヴェッタ ー の親族で、 大

佐からみるとユリウスは曾祖父の弟にあたる。大

佐は墓が現在も良好な状況に保たれていることを

聞いて感銘を受け、 すぐに墓参りに行きたいと要

望された。そして同年末に、 キ ー ゼヴェッタ ー 大

佐は、 本名 一佐、•rlii:硲長野晋作ー佐とともに硲参

を実現した。箪者はその時に誘いを受けたが残念

ながら東京で学会があり同行できず、 あとで本名

ー佐より墓参の報告を写真とともにメールで受け

取った。

年が変わりドイツ大使館での公式墓参が計画さ

れた。大分県高齢者福祉課黒田光代課長や同課渡

遊浩邦主幹、 また墓地消掃に関係する大分県辿族

会連合会、 本名 一佐が調整して湘上自衛隊、 陸上

自衛隊も加わり、 綿密な事前準備がすすめられ

た。

そして墓参当日を迎えた。11月13日午前11時す

ぎに蒻地入口に到舒した大佐は、 ゾフィア夫人同

伴で自衛隊に出迎えられた。ドイツ大使館の1’f山

張紀氏の司会および通訳により骰式がはじまり、

大佐から流暢な日本語で、 これまでの経緯と感謝

が述べられた。その後陸上自衛隊西部方面音楽隊

矢口幸 一ー等陸曹による、 ドイツの追悼仙「私に

は戦友がいた」と日本の追悼rlIIのトランペットの

ソロの派奏のあと、 収容所で病没した2名の兵

を

士、 ユリウス ・ キ ー ゼヴェッタ ー とリヒャルト ・

クラインの墓に、 大佐が花輪を献花した。墓の前

には地元で生産されたみかんの供えられた祭境が

用意され3、 大佐に続き、 参列者が献花した。そ

の後場所を変えて、 大佐、 神戸総領事館主席理事

ウ ー ヴェ ・ メアケッタ ー Uwe Meerkotter氏、

大分県福祉保健部長廣瀬高栂氏、 自衛隊大分地方

協力本部本部長井村昭利氏、 地元自治会、 志戯

会、 大分辿族会連合会長末光秀夫氏とその孫で別

府大学大学院文化財学専攻で考古学を研究する末

光拇史氏による桜の植樹式が関係者が見守るなか

で行われた
｀I

o

墓参のあと、 大佐はこれまでの感謝の意を表す

ために関係者を大分のホテルでの昼食会に招待し

た。そこで改めて大佐は夫人とともに縁戚の墓を

10 0年にわたって守り続けた関係者に謝意を伝え

た。大佐の挨拶を受けて返礼したのが、 実際に墓

を守ってきた地元の自治会長園田一 二氏だった。

園田氏は、 自治会を代表して挨拶し、 当たり前の

ことをしてきてこれほど感謝されること、 しかも

遠い異国ドイツからであることを、 まるで夢のよ

うで光栄だ、 と声を震わせて感動を伝えた。そし

て最後に園田氏は、 ドイツ語で「ダンケ ・ シェ ー

ン」と心からの感謝の言葉で話を終えた。墓の消

掃を淡々と続けた自治会への大佐からの感謝。そ

れを受けた自治会長園田氏の感謝。互いに感謝を

しあう光屎は、 心の通じ合う感動の 一時となっ

た。なお自治会では翌日に改めて桜ヶ丘聖地に大

佐に来訪してもらい、 実際に消掃作業をしてきた

自治会具および閾係者と交流を深めた［図 3] 5
0

大佐の 1日の行動は分刻みで計画されたため、

昼食も50分ほどで終わり、才乍原八幡宮を見学し、

図3 志手の地元と大佐夫妻との交流
橘会浦田裕氏撮影



最後に広瀬勝貞大分県知事への表敬訪間で行事が

締めくくられた。 コロナ対策で多忙を極める広瀬

知事も時間を割いて100年来の墓参に感謝を示さ

れ、日田の下駄を大佐にll曽呈し、今後の大分とド

イツの交流につながることを期待する言葉を贈ら

れた。

コロナ禍であったものの、公式行事が予定どお

り終了した。 墓参についてはすぐに大分合同新聞

をはじめ、朝日、鉗lこ1、読売などの新聞各紙や

NHKなどに取り上げられ、12月上旬には戦争を

再考する文脈で、西日本新聞やTOSにおいて報

道された。

貪第一次世界大戦時の大分収容所

今回の公式蒻参により、大分におけるドイツ人

伴肪の墓に注目が集まったが、そもそも大分収容

所における1平期の処遇がどのようなものであった

のかを知る必要がある。 そこで大分収容所につい

て紹介し、あわせて今回親族の公式硲参につな

がったユリウス ・ キ ー ゼヴェッタ ー について、情

報を探してみよう。

1914年にはじまった第一 次世界大戦では日本は

ドイツに宣戦布告し、三ヶ月後にはドイツ軍が降

伏して日本が勝利した。 その際におよそ4500名ほ

どのドイツ兵が1年肪となり、 日本に移送された。

日本では、九州や西日本を中心に福岡、久留米、

熊本、大分、松山、丸亀、徳島、姫路、大阪、名

古屋、静岡、東京に収容所がiiりかれた。 大分収容

所は仮収容の役割を持ち、その後習志野収容所に

媒約されて、大分収容所は1918年8月に閉設され

ている 6
0

さて日本についていえば、第一 次世界大戦時の

収容所での1年虜の扱いは、第二次世界大戦時とは

異なって人道的であった。 そこには駐日アメリカ

大使館の協働者が、当時のジュネ ー ヴ条約に準じ

て実施しているのかを各収容所を廻って確認した

ことに裏付けられる7 。 おそらく日本もその後大

国の立場を確立するために、1年防の扱いには留意

したものと想定される。

そのような当時の状況下で各地の収容所で地元

との文化交流が生まれた％ このことは、四国の
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板東収容所でベ ー ト ー ベンの交評1111第9番が1-1本

で初祇されたことに象徴される。 大分収容所でも

伴防たちは人道的な扱いを受けており、たとえ

ば、収容所内ではテニス、サッカ ー 、器械体操と

いったスポ ーツ［図4]や、演削、人形劇、音楽

会［図5]などの文化活動を実施することも、収

容所外への散歩も許されていた悶節者が調べて

いたルムプフは文芸「パンの会」のメンバ ーだっ

たため1二1本文化への知識があり、 H本語も堪能

だったことからか、収容所から別府市の繁華街ま

で夜遊びに出かけたことが記録されている匹

伴肪への扱いが人道的だったことは、 収容所内

での生活が規制されていなかったことだけでな

く、かれらが収容所外に散歩に出かけられたとい

う事実が物語っている。 かれらはかなりの辿出の

散歩を楽しんでおり、たとえば、これまで西寒田

神社、杵原八幡宮、少林寺に出かけたことが、当

時の写真から明らかになる。 散歩の目的にはH本

文化を知ることもあったという［図6]。

図4 金池小学校の運動会に参加する僻腐たち
ドイツ日本研究所所蔵

図5 収容所内（金池小学校）で演劇する悸窟たち
ドイツ日本研究所所蔵
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それにしてもかれらが散歩に出かける姿は、 地

元の人には大変珍しい光景だったと推測される。

ルムプフはそうした光娯を挿絵本「大分黄表紙

Oita Gelbbuch 」に描きとどめている＂。 その挿

絵にはドイツ兵士が市中を列をなして歩く姿を、

培物を着た女性や子供たちが足を止めて見ている

光娯が描かれている［図7]。 またドイツ兵が残

した写真からは、 地元の人々がドイツ兵を見る機

会はかなりあったと思われる。 しかしそれによっ

て地元の人が、 兵士たちに不安を抱いたり、 逆に

兵士が地元の人々に不満をぶつけたりといった話

は見当たらない。 たとえば散歩先の少林寺で撮ら

れた写真には、 寺の住職と思しき人物と多くの子

供たちが写具におさまっており、 住職と数名の子

供は笑顔を見せている。 そのことからむしろ地元

の人々と交流し得ている印象を受ける12 [I区16] 。

図6 遠足先の少林寺本堂前 住職と子供たち
ドイツ日本研究所所蔵

I 
I 

ぺと二l
I----------」

図7 「大分黄表紙Jより
珀者撮影、 所蔵

西新町界隈を振り返る1964年の大分合同新聞に

も、 当時のドイツ兵たちは人懐こく、 近寄ってく

る日本人に「ニコニコ話しかけるものがあった」

と書かれている1
30 

大分収容所の特徴として、 当時は大分第一尋常

邸等小学校、 現在の大分市立金池小学校の一部の

校舎を用いて収容所が設樅されたことが挙げられ

る［図8]。 第 一 次世界大戦のドイツ兵伴肪につ

いて研究する徳島大学教授井戸炭治氏によれば、

日本国内の収容所のなかで小学校を使ったのは大

分だけだったという11。 子供を預かる学校を、 し

かも教育活動を維持しつつ、 戦争伴防の収容所と

する選択がどのような理由でなされたのかは不明

だが、 当時の写真には前述したように、 小学校の

運動会に伴勅も参加していた［図4]。 ここにも

ドイツ人の1年虜と大分の子供たちの温かい交流の

痕跡が見出せるのである。

このような大分収容所にいたユ リウス ・ キ ー ゼ

ヴェッタ ー に話を移せば、 これまでのところ、 そ

の情報は限られている。 第一 次大戦の1年）yりを専門

とする高知大学名榜教授瀬戸武彦氏によると、 ユ

リウス ・ キ ー ゼヴェッタ ー は現在のポ ー ランドの

プレスラウ近郊のシェビッツ Schebit 出身で、 青

島ではホテルを経営していた。 いつから青島に居

住していたのかは不明とされる。 日独戦によって

第三海兵大隊第六中隊 ・後備二等歩兵として戦

い、 1914年に伴朋となり、 熊本に収容されてから

大分に移送された。 大分収容所で1917年 5 月 9 日

に病気で没した。

ハンス ・ ヨハヒム ・ ン`ユミ ット Hans Joachim

Schmidt 氏の HP に よ れ ば 15、 農地所有者の父

，
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図8 大分第一尋常小学校（現金池小学校）
森本卓哉氏所蔵
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ゴットリ ー ブ ・ キ ー ゼヴェッタ ー Gottlieb Kie­

sewetter (1841年6月11年生ー1889年 4 月11日没）

と、 母ロジ ーネ・ パウリ ーネ ・ アウグステ ・ シュ

ペルリヒRosine Pauline Auguste Sperlich (1843 

年ミュ ー ニッツ生一没年および場所不明）との間

に1879年 5 月30日に生まれた。 両親は戦争が始ま

る前から秤島でホテルを経営したという。 また別

の情報源として、 1916年12月 1 日の東京に住むク

ルップ会社の前 日本総支配人ヴィルヘルム ・ ラン

トグラ ー フWilhelmしandgraf宛の葉密によ る

と16、 キ ー ゼヴェッタ ー の大分1年｝虜番号は4382で、

かれは重い大腸炎にかかり、 脱隊を考えたが実現

せず、 胸腔における内出血（動脈瓶）で没したと

記されている。 ドイツ日本研究所に所蔵される

キ ー ゼヴェッタ ー の死亡通知にも、 重い病気に長

い間患って亡くなったが、 死因は胸腔における内

出血であったと沓かれている"。

このようにキ ー ゼヴェッタ ー の病没状況の事情

が多少なりとも明らかになったが、 そのことか

ら、 かれを写したとされる写真の同定において悩

ましい問題が生じた。 それについて次に取り上げる。

キーゼヴェッタ ーの写真の
人物同定をめぐる議論

11月13日の墓参を前に、 ひとつ大きな問題が生

じた。 それはキ ー ゼヴェッタ ー の写真の特定で

あった。 第一 次大戦時のドイツ人1平）j;りたちは各収

容所での生活を写真に撮って記録に残していた。

大分収容所でも、 一台の大型カメラが写る写真か

らすると少なくともカメラが二台あり、 多くの写

真が撮影されており、 そのなかにキ ー ゼヴェッ

タ ー の珍尉義に関する写真が認められた。 さらに注

目されるのは、 亡くなるニヶ月前とのメモのあ

る、 キ ー ゼヴェッタ ー の生前を撮影したとされる

写真も、 そこに含まれていたことである［図9]。

しかしその写真には、 窓から顔を出す兵士が二

人写っているうえ、 どちらも長く病を患っていた

とは思えない健康そうな而持ちで写哀に写ってい

た。 そのため、 どちらがキ ー ゼヴェッターなのか

は写具からは判定できずにいた。

それでも従来この写真のうち左側の人物がキ ー

地域社会研究 第32号 ♦

ゼヴェッタ ー と見なされてきた。 本名 一佐は、 迫

族のカルステン大佐の容貌を参考にして左側と考

えて最初の蒻参にはその写真を持参していた。

ところが、 この見方に一旦再考が必要となる異

論が示された。 徳島大学教授の井戸炭治氏は、 第
一 次大戦時のドイツ兵ヨハン ・ デイ ートリヒ ・ ク

ロップJohann Dietrich Kloppの追族から鳴門ド

イツ館に寄贈されていた写真アルバムのなかにも

大分収容所のキ ー ゼヴェッタ ー の写った同じ写真

が含まれていることを確認された。 そのアルバム

にもメモが？tかれており、 そのメモはアルバムの

黒地に赤字で書かれていたため大変見づらかった

が、 メモの一 部にキ ー ゼヴェッタ ー の名前と没年

が認められ、 そのメモの魯かれた位置から右側の

人物がキ ー ゼヴェッタ ー の可能性が考えられたの

である。 とはいえユリウス ・ キ ー ゼヴェッタ ー の

写真は、 この同じネガから印画された二枚の写真

以外には見出されておらず、 辿族の手元にも残っ

ていないとのことで、 クロップのアルバムの右側

の人物の可能性はあるものの、 判断ができない状

態が続いた。

そののち本名 一佐より、 写真のひとりはアルバ

ムの所有者だったクロップなのではないかとの仮

説が提示され、 クロップを特定することで、 キ ー

ゼヴェッタ ーを明らかにすることになった。

本名 一佐と井戸氏は、 アルバムを寄贈したク

ロップの長女の画像や、 アルバムにあったクロッ

プと特定できる写真と比較したものの、 同定する

まではいかなかった。 また本名 一佐から、 クロッ

図9 収容所内のキーゼヴェッター
（左の可能性）の写真

ドイツ日本研究所所蔵
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プは陸軍伍長のため、 写真のような制服にはなら

ないが、 陸海軍混成部隊のため着回した可能性も

否定できないとの指摘があり、 この時点では特定

にいたらなかったものの、 制服という新たな手が

かりへの注目が促された。
一 方、 判読が難しかったクロップのアルバムの

メモについては、 徳島大学名巻教授の川上三郎氏

が改めて画像処理をして解読され、「 17年 5 月10

日、 キ ー ゼヴェッタ ー が亡くなるニヶ月前」と書

かれていたことがわかった。 ただ川上氏も、 写真

のどちらがキ ー ゼヴェッタ ー なのかはわからない

との回答だった。

その後、 そのメモの上に書かれた文字が「Sch
· · rn」（語頭のSchはGe, Je, Peとも読める）

と綴りの一部しか読めない。 しかし筆者にはそれ

が人名ではないかと気になり、 本名一佐にそのこ

とを伝えたところ、 本名一佐が「 ・ ・ rn」で終わ

る 名 前 を 伴栂リスト か ら検索し、 シ ョ ル ン

Schorn 姓（名はフリッツ Fritz) の兵士を探し出

した。 さらにハンス ・ ヨハヒム ・ シュミットによ

る伴感名簿でも、 ショルンは上級水兵で海軍の制

服でない点で一致するとし、 本名一佐の情報も加

わって写真右側の人物がショルンの可能性がでて

きた。

この右側をショルンと見る説によって右側ク

ロップ説には疑問が生じ、 いずれにせよキ ー ゼ

ヴェッタ ー が右側の人物の可能性は薄れた。 そし

て本名一佐は改めて写真左の人物の服装は当時の

海軍陸戦服に似ており、 それならばキ ー ゼヴェッ

タ ー と一致する、 と指摘された。 その後川上氏も

キ ー ゼヴェッタ ー が海軍兵士だったため、 右側の

人物の服装は明らかに海軍兵士ではないことか

ら、 左がキ ー ゼヴェッタ ー と想定された。 井戸氏

もこの説を支持し、 筆者も、 メモの文字が兵士の

名前ショルンと読めることからも、 三氏の指摘の

とおり、 左をキ ー ゼヴェッタ ー と見倣し、 現時点

での結果として全員で左側の人物をキ ー ゼヴェッ

タ ー と特定したのである。

以上の結果を受けて、 公式墓参の際には本名一

佐が準備した左側の人物の写真を、 墓に備えるこ

とになった。

r 

終わりに 墓参が意味すること

第一 次世界大戦時の日本における伴虜収容につ

いては、 各収容所で状況の違いがあるものの、 全

体として文化交流については注目すべき出来事が

指摘されている。 たとえば板東収容所における

ベ ー ト ー ベンの交響曲第9番演奏のエピソ ー ドは

よく知られるが、 千葉の習志野収容所の伴崩から

は、 ユ ーハイムのバウムク ー ヘンやロー マイヤ ー

のウィンナ ー などが日本に伝えられた％

大分収容所については、 これまでフリッツ ・ ル

ムプフが制作した挿絵本『大分黄表紙」（習志野

収容所で印刷）が知られていたが19、 今回の墓参

につながった交流は、 収容所の閉所後の活動が基

盤となった。 不幸にして収容所で病死したドイツ

人兵士の墓を、 100年の歳月を超えて地元大分の

人々が守り続け、 そのことが現在の日独交流を導

いたのである［図2、 3]。 このことから遡って

収容所が存在した当時の写真を見ると、 ドイツ人

伴凋と地元の人々、 特に子供たちとの自然な交流

があったことに気づかされる。 収容所が存在した

当時から、 墓だけが残されたその後の時代まで、

大分の人々が示した姿勢は一貫していたと見なす

ことができよう。

最近、 ドイツ兵が訪れた遠足先の同定につい

て、 本名一佐が少林寺の新聞記事を、 大分県高齢

者福祉課主幹渡邊浩邦氏は西寒田神社の武器庫の

史料を入手して実際に現地で確認し、 裏付けを増

した。 さらに今、 井戸慶治教授によって大分収容

所の伴廃ヤ ー コプ ・ ノイマイア ーJakob Neumaier 

の日記が翻訳されはじめ、 前半分が前述したク

ロップアルバムからの珍しい写真も掲載されて刊

行された2()。 戦争や収容にかかわる歴史ではある

が、 大分収容所についてさらに多くを知り、 伝え

ることが求められる。

本稿をまとめるにあたり、 井戸艇治徳島大学教授、 川上三郎

徳島大学名抒教授、 瀬戸武彦高知大学名抒教授、 海上自衛隊

幹部学校本名龍児ー等大佐、 元別府大学図害館の吉岡義信
氏、 森本卓哉医師、 橘会浦田裕氏に情報の提供をいただい
た。 最後に地域社会研究に寄稿する機会を地域社会研究委員

会長の篠藤明徳別府大学教授に与えていただいた。 改めてこ
こに心より感謝申し上げる。
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図10 「日独友好の桜」解説板を前にした
カルステン ・ キーゼヴェッター大佐とゾフィア夫人

橘会浦田裕氏撮影
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